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に劣るが, 700K 以上の高温環境下で熱分解し, 吸熱反応によって冷却効果を増大させることが可
能である.  
ただし, 炭化水素は熱分解機構の多くが未解明であり, 吸熱量の定量的な評価が困難であるた
め実験による検証が必要である. 本研究では代表的な EF として知られるメチルシクロヘキサン




実験には流通式加熱反応装置及びガスクロマトグラフを使用した. 図 1 に実験装置の概略図及








(水素定量時)を使用する.   
反応管内の触媒保持はガラスウールもし
くは石英ウールで触媒を挟み込むことで行













INCONEL alloy 600 に代表されるように, 耐熱性・耐腐食性に優れたニッケル合金が使用される
ことが多い. INCONEL alloy 600ではニッケルの割合は 72.0 %以上であり, 純ニッケルの触媒効
果を検証することでニッケル合金の触媒効果の基準とすることができる. 触媒にはニッケル粉末
2.0 g を用いる. 触媒は温度条件ごとに新しいものと交換する.  





実験の結果, メチルシクロヘキサンは約 500 ℃から分解を始めることが確認された. 700 ℃で
は体積比でほぼ 100 ％が分解するという結果が得られた．メチルシクロヘキサンはそのほとんど
が低級炭化水素に分解することが確認された．吸熱量の大きい脱水素反応が起きていることを示

























































ニッケル触媒を使用した場合, メチルシクロヘキサンは約 300 ℃から分解を開始することが







その結果, 以下のことが確認された.  
(1)触媒なし条件 
・分解開始温度は約 500 ℃である 
・平均 76 %の選択率で低級炭化水素に分解する 
・脱水素反応開始温度は約 600 ℃である 
(2)ニッケル触媒条件 
・分解開始温度は約 300 ℃である 
・触媒の活性が損なわれるまではほぼ 100 %の選択率で低級炭化水素であるメタンに分解する 





る触媒が必要となる. 今後は理想的な触媒の究明及びより流量の多い実験を予定している.  
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